
水田の有機栽培における除草作業の負担を軽減したいneeds

ロボットを活用し
農作業の負担を軽減

IoTを活用した課題解決の内容

導入成果 成功したポイント 今後の展開予定

ICT・IoT・AI 等活用事例集

～生産性向上・付加価値創出に向けて～

・水田に浮かべる自動抑草ロボット「アイガモロボ」を商品化。
　→自動で田んぼを動き回るロボットが水を濁らせて雑草の光合成を
　抑制し、雑草が生えにくい環境を作ることで、有機水稲の除草にか
　かっていた労力を大幅に削減した。（原理はアイガモを使った農法か
　ら着想）

・検討・開発期間　　　　：
・開発者　　　　　　　　：
・開発コスト　　　　　　：

１１年
有機米デザイン株式会社　
非公開

・水稲の有機栽培は除草剤が使えないため、除草作業に最も工数が
　かかっている。→規模拡大の妨げとなっている。
・他の圃場の田植えが終わっていないうちに初回の除草作業を行わ
　なければならず、作業重複で人手がかかる。
 ・乗用型や手押し式の除草機は従来からあるものの、圃場によっ
　ては機械が沈んでしまうため、全て手作業で除草しなければなら
　ない場合がある。

解決方法

課題

特徴

■自動抑草ロボットを活用し除草作業の省力化を実現

井関農機株式会社：
・新しい機械を活用するため、導入に必要な条件を抽出し
　ユーザーへの栽培指導につなげた。
有機米デザイン株式会社 :
・機能を除草ではなく抑草にすることで小さな動力で動か
　せるようにした。⇒太陽光エネルギーで動かせるようにし
　給電の手間をなくした。
・市場試験を大規模（全国３4都府県210台で実証試験）
　に行い、開発に生かした。
・複雑な機構を設けず安価に実現できる構成にした。
ホープファーム：
・水持ちが良くなる(保水性が高い )ように、代かきの回
　数を増やした。

ホープファーム結果：
・除草回数を削減できた。(導入前3回→導入後１回 )
　但し、通常はアイガモロボを稼働後に後発雑草の除草を
　行うが、今回は行わなかったため雑草が発生した。
　（土質、雑草の量・種類で抑草効果は異なります）
・アイガモロボ投入中に生育が促進され、収穫量が向上（副
　次効果）

・スクリューでの酸素供給によるメタン抑制効果を検証中。
・ジャンボタニシ除けなど他用途への活用も研究中。
・海外からの問い合わせも多く、海外展開を検討中。

会
社
概
要

企業名　　：
事業内容　：
従業員数　：
所在地　　：

井関農機株式会社 　
農業機械の総合専業メーカー
単体：756名　連結：5,454 名　(2022年 12 月 31 日現在）
東京都荒川区西日暮里5丁目3番14号

企業名　　：
事業内容　：
従業員数　：
所在地　　：

ホープファーム
米・小麦・黒豆・小豆などの有機栽培、農作物の販売
2名（2023年 7月30日現在）
兵庫県丹波市春日町中山252

( 自動抑草ロボット導入先 )

井関農機株式会社 :
・SDGsや環境への関心が高まる中、有機農業の拡大が求められており、市場ニーズも高く有機農産物は高値で取引さ
　れている。しかし、栽培に非常に手間がかかるため国内ではあまり広がっていない。
・有機拡大のため、まずは日本の耕作面積の1/3を占める水稲の省力化が重要と考えた。
　→有機水稲で一番大変な除草を省力化するロボットの開発に実証試験などで協力した。
　（除草に関する作業時間が慣行の約５倍との報告もあり省力化への期待が高かった。）
ホープファーム :
・例年水稲栽培時の雑草管理に頭を悩ませていた。除草作業の負担を軽減する方法を模索していた。

背
景

【お問合せ先】
井関農機株式会社
Amoni　お問合せメール
E-mail:yume_amoni@iseki.co.jp

・太陽光エネルギーを使い自動制御で動き続ける手間なしのロボッ
　トが田んぼを濁らせ続けることで、雑草の発生を抑制。


